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先
頭
に
可
愛
い
神
主
さ
ん
、

揃
い
の
は
っ
ぴ
に
豆
絞
り
の
子
ど
も
た
ち
。
利

賀
村
の
初
午
の
行
列
で
あ
る
。
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春
の
初
め
の
初
午
な
ん
ぞ
」
。
子
ど
も
た
ち
は
、

の
り
と

家
に
上
が
る
と
、
祝
詞
を
上
げ
、
大
き
な
声
で
初

午
の
う
た
を
歌
う
。
軽
快
な
太
鼓
と
歌
声
に
合

わ
せ
て
、
赤
い
紐
を
つ
け
た
ワ
ラ
の
馬
が
、
首
の

鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
景
気
よ
く
前
後
に
動
く
。

ひ
ょ
う

最
後
に
、
俵
こ
ろ
が
し
が
、
重
そ
う
に
俵
を
こ
ろ

が
す
滑
稽
な
動
き
で
福
を
そ
の
家
に
運
び
込
む
。

初
午
は
、
五
穀
豊
穣
と
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蚕
の
繁
栄
を
祈
り
、
約

一
八
O
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
旧
正
月
の
祭

事
で
あ
る
。
練
習
か
ら
当
日
ま
で
、

一
切
を
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
行
う
の
が
特
徴
で
、
今
年
は

一

月
十
六
日
に
家
々
を
回
る
。

ご
祝
儀
を
も
ら
う
と
、
ま
た
次
の
家
ヘ
。
神
の
使

い
と
い
う
「
大
役
」
に
、
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
な
顔

が
静
か
に
続
く
。
時
折
、
チ
リ
ン
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リ
ン
と
い

う
鈴
の
音
が
山
あ
い
に
吸
い
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ま
れ
て
い
く
。
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内
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音
風
景
」
を
収
録
し
た
C
D
は

市
町
村
図
書
館
芯
ど
で
お
聴
き
に
な
れ
ま
す
。

1963 編集部から

記録的な積雪量で県民生活を直撃

38豪雪

昭和38年1月16日(水)
県広報とやまの各世帯配布版(年3回発行)は、新聞折

込で各家庭にお届けします。また、通常版伴7回発行)は、

次の場所で無料配布するほか、郵送による定期購読も

受け付けています。

この年の1月、日本付近は冬型の気圧配置が続き、県内は中旬から

激しい雪となった。 1月16日、富山地方気象台は大雪警報を発令、

雪は25日頃をピークに月末まで降り続き、最深積雪は富山で186

cm、伏木で225cm。国道や国鉄が長期間不通となり、生鮮食品の入

荷が途絶えるなど、県民生活は大きな影響を受けた。連日除雪作

業に追われた人々は、冬季交通確保の重要性を痛感し、その後、道

路除雪の機械化や消雪パイプの整備など克雪対策が進展する契機

となった。今では、雪の季節も交通は大きな混乱もなく確保され、

雪は、克服するだけの羽象から、レ........._司~lì 1___ ___ 
クリエーションなどの機会や観光圃・・・酋炉~~. .'
資源として利用し親しむ対象にも圃圃圃圃~\‘ l

なってきている。38豪雪は、「克雪」

から同リ雪J1.親雪Jと連なる富山県
の総合雪対策の原点ともいえる出

来事であった。

主な配布箇所

県庁、県刊行物センター(県民会館l階)、県の各施設、

市町村役場、図書館、文化ホール、公共温泉施設、主な

ショッピングセンタ一、いきいきKAN(富山駅前CIC
5階)、J時R(一部)、富山空港、東京事務所、大阪事務
所、名古屋事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読回数(通常版の

回数)を明記し、郵送料として 1回当たり 160円分

の切手を同封のうえお申し込みください。

※購読期間中は、通常版-各世帯配布版の両方を郵送しますが、郵

送料の負担は通常版の分だけで結構です。

あて先

干930-8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやま」定期購読係

2月号は通常版です。2月1日に発行予定です。

尼話会 本誌l括紙100%鋼生紙を・----2三5三5使用しています。


